
 

 

 

 

 

 

 



Image Express ViewPoint 備考

○ ○
2GB以上のファイル容量は読み取
り不可。また、圧縮（CODEC)につ
いても、注意が必要。

X
可能

但し、解析結果に難あり

MPEGは、ファイル容量が極端に小
さいので、このファイルでの解析が
望まれている。

ファイルを指定して
読み出す。

メニューで過去開いたファイルの履

歴があるので、これでファイルを読み

出すことが可能。
ファイルの読み出しが迅速

プロットデータはその都度、

設定

前回終了して時点での画面レイアウ

トを記憶しているので、前回と同じレ

イアウトで表示。
ファイルの読み出し、表示が迅速。

ターゲットマーク
によって対応

←

「Edit」モードでターゲットの

属性を変更してポイントを

修正する。

多くの場合「直接入力」が

多い。

「修正」ボタンを押して、

「Ctl」もしくは、「Shift」ボタンを

押してターゲットポイントを修正。

簡単にトラッキングポイントを

修正できる。

対応。
ただし、HG-100Kシリーズま

で。

対応
(オプションで他のカメラにも対応)

撮影日時、撮影速度、露出時間
データが自動的に取り込める。

一連TIFFとして保存
別ファイルで保存��画像は手を
加わえずオリジナル画像として
保存可能。

データファイル（.icf）として関連付
けて保存。

csvファイルで出力 ←
エクセルでデータを読み出すこと
が可能。

無料配布 ←
計測結果を自由に閲覧することが
可能。別の目的にも利用可能。

相加平均のみ J211�CFCデジタルフィルタ
自動車安全実験でスタンダードに
なっているもの。

可能 可能

不可能 可能
従来の、タブ切りテキストファイルフォー

マットに代え、エクセルデータをそのまま

読み込む方式。

希望するアイテムをド
ラッグ。任意の配置は

不可能。

希望するアイテムをドラッグ
して印刷。任意の配置可能。

ViewPointでは、よりフレキシブルにプリ

ントレイアウトを設定することが可能。

コメント（テキスト）、ロゴの挿入が可能。

オプションで○ オプションで○
オプションで○ 開発中
オプションで○ オプションで○

トラッキングデータ保存

項目

センサーデータ（tab切りテキス
ト、DiaDem）読み込み

フィルタ処理

ビュア

ファイルの読み出し

avi画像を読み込む

MPEG画像を読み込む

トラッキングデータの修正

センサーデータ（エクセルデータ
直接）読み込み

レンズ補正

エアバッグ解析
3D解析

プリンタ出力

ターゲットデータを出力

カーソルアイコン

ファイルの読み出し時の
データファイル

レッドレークカメラ画像の
自動認識



Image Express ViewPoint 備考

X ○
すべての操作の呼び戻しが可能。
間違ってトラッキングポイントを消
してもUndoで読み戻し可能。

X ○
解析結果のプロット画像と画像を
AVIファイルに保存することが可
能。

○ ○
複数画像ファイルを撮影速度に対
応させて同期再生可能。

X ○

毎回行う同じ設定条件（撮影速
度、倍率補正、ターゲットポイント
数）をファイル化してテンプレートと
し、そのテンプレートを読み出す機
能。解析作業の効率化に役立つ。

X ○
ダミーが撮影時に撮影方向前後に
揺れて、ダミー上のターゲットの撮
影倍率が変化することを防ぐ機能

数字だけ 日本語対応
ターゲットポイントは従来数字だけ
の対応であったが、日本語入力に
も対応。

ターゲットマークの
文字設定

項目

UNDO/REDO機能

解析結果の
動画ファイル保存

複数画像の同期再生

解析ファイルの
テンプレート機能

フレーム間の
深度倍率補正




